
ネyブクール麻酔時における呼吸掛 よ非常に小さく.

正常な雌 を示しているとは考えられない｡呼欠抹W1時

に,呼吸数が少く,弱く,マスクの弁が毘いため,呼吸

田文馴こおちいるものもあった｡

このような柄穴からみて,測定班のちらはりは,サル

をならすことと,拡搾,郡市にマスクをあてるのではな

い-方法で呼気を抹3L!{･きれは,mTJ定位のちらはりを.よ

り少くすることができるのではなかろうか｡

寒冷環境におけるニホンザルの適応性に

ついて (その2)

朝 日 稔

(武梓川女子大 ･家政 ･生物)

ニホンザルは人間を除く詔艮mではもっとも北部に生

息していて,とくに嘩冷串にはきびしい栄光条件のもと

に生存している.FI雪地域では,カPI) 一的にはほとん

ど無価値に近い食物に依存し,しかもその休弧を維持す

るには困難な琴冷環境にさらされている.

そこで,この他帯のこホンザルの食生活を,柴並生魚疑

学的に検討することは,正長塀のなかでの=ホンザルの

生態学的位位づけのみ{･なく,栄先学の両では等冷耶姥

での適応といった両でも盃要な意味をもつと思われる｡

械雪地のみでなく,一般にニホンザルが欠金時にその

生活を維持するためのエネルギ-パヲyスは.次の株式

で与えられる｡

A.生活消焚カロt)-

=純折取カPI)-+苦節脂肪による補充カP1)-

ここで,純摂取カロリーは

a.約m取カロ1)-

-食物含有カロI)- 一 排出物カPI)-

として与えることができる｡

そこでこれらの各項目について,測定可能なものは測

定し,不可能なものについては推定の方法を考えて推定

し,このエネルギーパヲソスが成立しているかどうかを

枚討することとした｡

生活消費力ロ1)-については,ニホンザルのBMが原

によって 36kcal/hr.m2 と測定されているのでそれを

用いて,1頭当り20kcal/hrという数字がえられる｡

これから,RMRと労働時間を観察により推定し,さら

に琴冷のための係数を1.5と考えることによって,必努

力ロ1)-として計井できる｡ここでは,文のフィ-JI,ド

ノ-I.によって,次の例なえた｡

行 動 RMR 時 間 カロリー

喋ている,木の上で抑止 0.0 14.8 260

Ftの上の移動

ゆっくり移動し,採企

グルーミyg',遊び

計

琴玲係数

2

00
.4

一q
2

一l

0

0

0

0

0

7

2

1

6

0

1

2

1

7

11

7

0

5

0

1

3

AJ7
.42

金物分布カpl) -については.別に発泡するが,ポン

プカt7I)-メーターによりてこホンザJt,の郡日時の金物

の保有カt]1)-を虹掛 こ測近し,その折取皿を放熱 こよ

り推定した｡その桔nt.1日当り1珊 1030kcalを採企

していることとなった｡排山物保有カロリーは下北半凪

で採取した,斑雪時の苅6仲は ポンプカtlI)-メ-ク-

で正接測定した結果,平均して1日1頭当り,30kcal

が排山されていることとなる｡その弟として,1日の純

朽取カロリ-はおおよそ 1000kcalと考えられる｡

文の1965年より66年の料 こいたる記掛 こよれは,下北

-半･瓜のニホyザルは,積雪時に平均して約2,0009やせ

てしまう｡ この体正減少をすべて苛税脂肪の机欠と考

え'月日肋19当り9kcalが放出されるものとすると,

桝雪期90日脚 こ, 1日当りlWt200kcalがal桝脂肪に

より椛給されていることになる.

ここで原初の仮定にもどって考えると.これらの数倍

を,式A.Bに入れると次のようになる｡

A:1100-1000+200

B:1000-1030-30

したがって,測淀の結果は,この仮定が十分でないに

せよ,一応満足すべきものとして満たされていることと

なる｡

ただ,この計井には多くの推定位が含まれている｡し

かもそのうちには十分な根拠のない位もあるので,さら

に検討を誼ねる必要があると思う｡

リスザルの視党連合領の誘発電位

(他の連合領刺激の視党連合領に及ぼす

影響)*

渡 辺 悟 (肢大 ･医･生理)

小 川 尚 (熊大 ･医 ･生理)

+約47回日本生理学会松虫.1970年児浜

祝光速合切 (18,19野)が迎合線維によって連絡して

いる皮fI野は,隣接の17町は勿論のこと前頭前野,成文

及び運動の迎合弧 及び島蚊は何頭薬下部等が記砥され

ている (Polyak,1968)｡この視覚迎合問は数多くの虎

穴下核とも連絡があり機能的にはまた polysensoryの
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王nputをもっている｡また outputとして眼球運動'

及び瞳孔運動が刺激実験で確められている｡I)スザルに

おいても前頭葉に polysensoryの部位が (Bignall&

Imbert,1969),側頭葉下部に視覚機能をもった部位

(Grosseta1.,1969)が報告されている｡本突放は視

覚領以外の場所で光刺激に反応する部位のうち前頭葉及

び側頭射 こついて,その部位の刺数が視覚領の反応に及

ぼす影呼を調べたので報告する.

突 放 方 法

宍験動物には600-700タの1)スザル14広を使用したo

a-ク1,7p -ゼ50mg/kgとネyブタ-ル2mg/kgとを

股腔内注射にて麻酔し,型通り脳定位固定を行ないMac-

Lcanの Atlasによって外側膝状体に刺激電磁を刺入

し,同側の前頭,側頭,後頭の頭蓋骨を切除し'硬膜を

も切和し,炊股上より銀ポーJL,iti極にて誘発屯位を串出

した｡併発TE位はATAC501にて40回-60回の加井平

均した波形を記録した｡誘発屯位の positive-negative

の振れが一番大きく現われる場所を捜し,前頭共及び例

規其の刺激部位,及び18野の誘導部位を決定したo光刺

政は閃光利敵を用い,電気刺激は鋼蝕の双極屯柾を用

い,刺汲/tJt,ス (刺数時間巾 0.05-0.1msec'刺激電

圧7-20V)を単発或は300Hz4発の'tJt,ス列にして行

なった｡祝光跡 こおける単一細胞放屯は 3MXCLを流

した ガウス屯細管の微小電掛 こより再出記録した0

171いた動物は実験終了後,脳を別出しホルマI)ンにて

田泣し,締結切片 (50-100F･)を作成しNissle決色で

2刺放部位及び誘村部位の組級学的,細胞構築学的な枚

累を行なった｡

突 放 鈷 果

1. 閃光及び外側膝状体刺激による皮質誘発電位の分布

閃光刺激によ.,て訴発される大脳皮質の電位変動は非

常に広範な部位から誘萌されるo1)スザルにおいては'

後頭確の祝党例 (17,18.19野を含む),前頭英の弓状

碑の前及び後部,上側頭辞の後 middle temporal

SulcuSの上及び下部, 及び頭頂葉の中心浦の前及び後

部にて比較的大きな誘発屯位を記錠出来た｡光刺激によ

る誘発屯位はいずれの部位も小さな negatlveの摂れ

の後に大きな posltlve･negatlve の振れを示したo

positiveyaveの筑怠潜時は視覚領で平均26･3msec･

前頭葉で平均26.5msec,頭頂葉で平均 28.9msec'側

頭弟で平均37.8msecであり,前頭蕪への投射が硯党領

におけるそれとほぼ同じぐらいの潜時であった｡これら

の凪点群時の伍は非常に変動が大きく表面誘発冠位が多

くの因子によって鯵響を受けやすいことを考慮に入れる

と,これらの測定された値は後頭葉及び前頭葉は比較的

速 く反応し,次いで頭頂葉,側頭葉の順序で反応が起っ

ていることを示している｡

このように視覚領以外の皮質硯野で光刺激による反応

が現われる場所において,外側膝状体電気刺激による

誘発電位を誘導すると,前頭葉の弓状浦の前及び後部

では小さな positive･negativeの拐れに続いて大きな

positiveの振れがありその後のゆっくりとした nega-

tivc の掠れが観察される｡弓状浦の前と後で誘発屯位

の大きさを比較すると,後の方が大きく訪中出来た.良

も大きい positivewaveの頂点溶暗 は平均 15.Om

secであったO側頭掛 こおける誘発TE位は middlc

temporalsulcus(m.t.S.)の上と下で誘萌した｡こ

の部位の電位変動は小と大の2つの positivcwave

とそれに続くゆっくりとした negative waveであ

り (筋1回A),大きい positivewaveのrA点潜時

は平均14.1msecであった｡ この位は前頭其の折禿TE

位の潜時とほぼ同じであった｡m.t.8.の上側と下側で

訴発屯位の大きさを比較すると,上側の方が大きく'ま

た上側頭掛 こ近い方が大きく誘導出来た｡

2. 前頭及び側頭弟刺激と外側膝状体刺激とによる視光

速合間の誘発電位の相互作用

このように,前頭茶及び側頭掛 こおいて,外側膝状体

刺激による誘発冠位が屈も大きく発生する場所を刺激部

位に選び,これらの部位の電気刺激を条件刺激とした｡

また外側膝状体の屯気刺激を試放刺激として視覚迎合Liul

(18野)にて誘発磁位を記録した｡

筋1回B及びCに示された如く,側頭共刺激を条件刺

激とした場合の外側膝状体刺敵による視覚現防発TE位の

negativewaveの拐巾は,同時刺政では大きくなるこ

とが多く,刺激間隔を 10msec閃くと今度は50%の奴

少となる｡20msecにて再び拐巾を増大し20-30mscc

にて50-100%増の促通現象が見られ,70msecぐらい

まではこの効果が持続し以後再び減少或は元の大きさに

回復した｡

前頭英を条件刺激とした場合には,視覚現での紡光屯

位はほとんど現われないにも拘らず外側膝状体刺放 く粥

験刺激)の誘発屯位に対しては明らかに抄甲があること

が観察された｡即ち同時刺激では negatlvcwaveは

増加することも減少することも見られたが,刺激間隔が

10msecから約 100msec に到る問では明らかな拐巾

の減少が見られた (第2回)｡

3. 視覚迎合領における単一細胞の放屯様式への他の迎

合領刺激の効果

外側膝状体単独刺政では視覚連合硯の単一細胞放屯は

誘発電位の negatlve waveに一致して鼠皮を増し

･ている｡外側膝状体刺激により 30msec 先行して側
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窮1回 A.外側膝状体刺激による側i17は 下部辿介領の誘発電位｡:拷発Ⅶ位の振巾の一帯大きい所をBの条件刺
激の部位に選ぶ｡
m.t.ら.: middle temporalsulcus, 中側頭相,OC;TA 及び TG は VonBonin と

Baileyの細胞榊築学的な分勅による名称｡
B.態作rPj激の刑孤薬刺激による視覚領誘発喝位 と,釈放刺激の外側膝状体刺激による観光弧 拷発屯位

の相E作用｡右TLTの数字は条件一紙験刺激mlの時rtt)間隔を示す｡
C.fHこおける相互作用のク◆97｡縦軸は対照に対する釈放刺激の反応の大きさの斤分率,機軸は条件

一試験刺激の時間閥隅を示す｡

ufI牝を 即卜刺激 すると, 外側膝状体刺激の 鵡発屯位の

ncgativcwavcのr即 rlち刺激後 10msccまでは外側

唖状体rli独刺激よりもより放rdi粘度が糊加 し,さらに節

2の ncgativewavcの刺激後 30-40rnsccの時馴 こ

一致して放犯の脚加が}よられた｡

111戚 姑の射/卜刺激では刺激rlq陥 30msecで外側膝状

体刺激の虜光昭位 negativewaveの振11j減少が観察

されているが,丁度この時期で単一細胞の放屯は第 3回

の如く刺激後 20msec 即ち誘発電位では negative

wavc から positive に移行する闇までがJ明らかに放

唱細波を減 じ,抑制を受けており,30msecではやや故

では朔皮の榊加を見ている.

lnくの6日く,前grji熊及び例慨 敷Q)刺激による外側膝状

掛川故の.あ允Tu比の扱｢日の増大が促止にまた政It】の減少

が神経細胞の此花の抑鮎川こ結びついていることが明らか

になった｡

考 察

光刺激で済発される反応が弓状満の前,後部中心柵の

帆,後部,及び側頭葉の下部でJE赦されたことは解剖学

.Li

CorTdllゆrItellinleryoI

群2回 前頭葉迎合領 (弓状帝の前或は後)を条件刺激
とした時の外側膝状体試験刺激の視覚問診発fE
位の変化の時間関係｡
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A

辛

B C

.･'帖 十 ll ll ll ll llm一〇t

約3EIA.視覚連合硯の単一細胞の外川昧状体刺激に対する poststimulustlmchistogram(PSTII)050
回の反応の加井を示す｡

B.何頭茄･条件刺激,外側昧状体試験刺激とした場合の視覚軌的-細胞のPSTII｡刺激Iul偏は30mscc
に問定.50回の反応の加井を示す｡

C.机頭岱条件刺激,外側旺状体釈放刺激とした場合の視覚研IJi-細胞のPSTII,灸VI-･一試験刺激問

隅は30msec,60回の反応の加井を示す｡

的にも視覚領 (迎合領も含む)から弓状粥の肌 後脚 こ

も上側頭満の後 (仰頭下部)にも線維を送っていること

が報告されている (Pandyaeta1.,1969),また祝蹴

迎合核からも正接これらの部位に鮫椎を送り出している

(Crosby,1962)という可F宍とも一致している｡前頭

燕では polysensoryの性質をもっており(Blgnall&

Imbert,1969),光覚のみならず,聴覚も体性感覚も反

応する｡しかし側頭下部では光感光のみ{･,むしろ聴覚

には反応しないともいわれている.この部h･の破項突放

{･ほ視党の鋭敏さとか視野には変化がないが祝党識別の

訓練の修得に大きな随臼が現われることが見出されてい

る｡

これら前頭紫の連合硯から視覚硯へ正接の線維連絡が

存在するか否かについては未だ明砲ではないが.Crosby

らは一応その存在を記述している｡しかし側頭史からの

線維連絡については彼らも記述していないが,械舵的な

面から学習にとっても視覚領との問に相互の迎格がある

ことは想定出来る｡また正接の皮穴一皮只問の結合がな

くても,視床経由か或はその他の皮質下核の経由{･あり

A,B,C共に同じ細胞の反応である｡

子tJるとしても,刺激!̂Z験による潜時測定のみで判断する

には不充分な点が残されている｡これらの点については

次の段階のT̂7験で明らかにされねばならないし,また機

能的な鋤きの面についても今後の問題点である｡

紐 括

1)クロヲローゼ麻酔をほどこしたリスザルを使用し迎

合訊問の相互作用を特に視覚連合領の反応を指標にし

て換累した｡

2)閃光刺激に反応する皮質領野は広く分布し,視覚硯

(迎合領も含む)以外に前頭築 く弓状粥の前,一後部),

頭政某 (中心柿の冊,後部),側頭茶 (側頭下部) に

見られた｡軒時は視覚問,前頭菜,亘再頂焚,側頭葉の

I旧FFで長くなっていた｡

3)外側性状体刺激で出ずる視覚領の誘発TE位は前頭紫

のTE気刺政を粂作刺激として先行させると,その刺激

間隔が0-100msccにわたって損巾を減少させられる

ことが見出された｡また視光悦の単一細胞の放TEはこ

の期問で抑制現象が見られた｡

4)側頭葉を条件刺激とした切合には複純な刺汲効果を
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示し,外側は状体刺激による粥発花位の拐rl川上同時刺

激で促進.次の10-20mscc問が抑召机20-70msccで

円び促進,80mscc以後は時に杓で机 または元の大き

さに役した｡
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ニホンザルの大脳皮質における味党神経

投射領域について

/J､ 川 尚 (関大 ･医 ･生理)

渡 辺 悟 (肢大 ･医 ･生理)

大脳の味覚硯城については,ヒトを含めて霊長籾では

正確な憐域が判っていない｡これまで7カケザルを用い

た大脳皮質の破域突放から,頭頂燕弁丑部,島部および

上側頭部を食むS/ルビー洞の前部にあると言われている

(Bagshow &Pribram,1953). しかしナン/tン57

-の味覚領は頭頂焚弁蓋部の内兜 (Gel一ardtの68iB)

にあるという (Ruch と Patton,1946).一方,組蛾

学的には味覚の視床中継核である VPMPcは弁蓋部の

内壁と島部に投射するという (Robcrts と Akert,

1963)｡
崩近,Benjamin(1968)らは1)スザルを用い,舌の

知覚神経の投射部位は舌の体性知覚硯と頭TE粟井丑部と

2カ所あり.後耕 土いわゆる味覚神経といわれる哉累神

経と-舌咽神経のみが同PJ性に投射していると報告してい

る｡

木突放ではニホンザルを用いて,味覚神経の大胴皮穴

における投射部位を決め,その部位の恥-ニュ-ロンの

活動を鬼ようと即みたものである｡

方 法

6-12kgのニホンザル7孤を用い,ネンブクーJt,(25

mg/kg体瓜)の静注により麻酔を行なった｡麻酔深度

の維持は1時nqあたり約5mgホンブタ-ルの静注によ

り行なった｡先管カニュ-I/を押入し,動物を通常の脳

悶定装既に同定した｡…月鹸中脈波および体温の監視を行

ない全身状態を視然し体温は37℃に維持した｡体技のバ

ヲソスを保つためlJyゲル紋を適当丑静江した｡下顎の

皮脚に切開を加えた後,攻筋,下顎竹内,顎下腺および

7)ソ/t節を除虫し,調べようとする大脳皮穴の同仰また

は対側の舌に分布する三木の知光神結 (三叉神経舌校,

故累神経および舌咽神経)を分粒し,出来るだけ舌に近

いところ{･切断した｡各押掛 土711極吸引屯柾に吸引固定

し,これを刺激屯櫨の閃TE極とし,不肌 極は金良枝を胸

部の皮下に埋め込んだ｡一方,側頭筋,仰頭冊を除去後

大脳皮質の瑚政茄升丑部は謂Luした｡大脳皮斑表面の誘

発TE位は棚状銀TE極で炊膜上より村LuL,脳中の深部の

T正位は低抵抗のタングステン屯梅の刺人によった｡官己録

TE極の不閃屯極は何頭筋に刺入間起した放校を用いた｡

神経の刺激,誘発屯位の記掛 こは花子竹刺激袋田MSE

-3(日本光屯灘),市入力托抗例Ft榊巾指MZ3A(日

本光花魁),オッyロスコ-7'(日本光馳 )を用い払

誘発TE位はATAC-501-10またはATAC-201(い

ずれもE]木光屯別)で40回加許し,その結果を写共投影

し記録保存した｡

深部村山においては塀発屯位が符られた刺入時の最終

位匠を通花 (10ILA IOmscc)により印をつけた｡

突放の後,動物の胴を10%ホルマ1)ソで播流固定し,

パヲフィン包埋切片または冷凍切片を作製しニッスルま

たはク1)ユ-パ ･パレク法にて敗色を行なった｡

括果および考痕

舌知覚神経の頭頂燕弁東部における投射

右大脳皮質の中心洞の前後主としてその基底部 (頭頂

坪井蓉部)における防発屯位を記録した｡後中心回にお

いては対例の舌神経と鼓索神経,同側の舌神経は大きい

捲発TE位を生じたが,対側の舌咽神経および同側の鼓累

神柾と舌咽神経は前中心回で前中心溝の周囲に限局して

誘発屯位が記録された｡

誘発屯位の滞時は対側の方が短かく,tf-ク値で舌神

経が対側9msec,同側 llmsec,鼓索神経は対側9.-

10msec, 同側15mSeCであった｡ しかし酌中心河の周

辺では幣時は長く約20msecであった｡

誘発TE位の大きさは,雷神掛 ま対偶で500F･V,同側で

100FLV, 髄索神経は対側で270FLV, 同側で80FJVであ

り,前中心洞周辺では同側で約80pVであり対側で20-
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